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の 瀬紀 節 紀 瀬 観梅 日 瀬 日 紀行 春問
カt
行 言己 春 月 f'r 記 言己 日 百己 記 し ~c ~c 花
遊
燕世
行 の 記 言己 ~c 文 帖
.ò~ 月 瀬
界
瀬拾遺
日
言己
稲
葉
長
輝
『
歴
史
散
歩
月
ケ
瀬
梅
林
』
文
進
堂
、
昭
和
六
十
二
(
一
九
八
七
)
年
月
ケ
瀬
村
史
編
集
室
『
月
ケ
瀬
村
史
』
月
ケ
瀬
村
、
平
成
二
(
一
九
九
O
)
年
村
田
楽
三
郎
監
修
、
梅
渓
史
料
編
集
室
『
財
団
法
人
月
ケ
瀬
梅
渓
保
勝
会
創
立
百
周
年
記
念
誌
香
世
界
懐
古
』
梅
渓
史
料
編
集
室
、
平
成
十
一
(
一
九
九
九
)
年
村
田
栄
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
回
全
一
0
0
二
)
年
斎
藤
拙
堂
、
今
中
操
翻
訳
『
月
瀬
記
勝
』
月
ケ
瀬
梅
渓
保
勝
会
、
昭
和
四
十
六
(
一
九
七
一
)
年
そ
れ
ら
に
、
一
戸
渉
「
江
戸
末
期
文
人
の
大
和
月
瀬
梅
見
紀
行
|
|
荒
木
三
蔭
添
削
・
岩
崎
美
春
著
『
月
の
瀬
日
記
』
翻
刻
と
解
題
」
(
文
化
創
成
の
場
と
し
て
の
名
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
集
委
員
会
『
創
る
・
訪
ね
る
・
見
る
一
文
化
創
成
の
場
と
し
て
の
名
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
論
集
』
文
化
創
成
の
場
と
し
て
の
名
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
集
委
員
会
、
平
成
十
九
〔
二
O
O
七
〕
年
)
で
紹
介
さ
れ
た
紀
行
文
と
、
筆
者
が
独
自
に
探
し
当
て
た
紀
行
文
と
を
加
え
た
二
十
六
編
の
紀
行
文
を
以
下
の
表
に
示
し
た
。
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こ
れ
ら
二
十
六
編
の
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
を
詳
察
し
、
ト
レ
ー
ス
表
現
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
表
現
と
同
一
の
、
ま
た
は
類
似
の
表
現
の
美
辞
麗
句
集
へ
の
採
録
状
況
を
調
査
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
の
調
査
に
用
い
た
美
辞
麗
句
集
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に
、
主
要
か
つ
比
較
的
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
選
ん
だ
。
A
.
栗
原
万
寿
編
『
美
辞
文
範
』
浅
岡
書
籍
庖
、
明
治
二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
B
.
柏
村
一
介
著
『
美
文
珠
玉
』
石
塚
猪
男
蔵
、
明
治
三
十
二
(
一
八
九
九
)
年
c.
中
村
静
斉
編
『
美
文
熟
語
資
料
』
矢
島
誠
進
堂
、
明
治
三
十
三
(
一
九
O
O
)
年
D
.
梅
泉
先
生
著
『
討
紀
行
作
例
』
尚
楽
堂
、
明
治
三
十
四
文
章
E
.
竹
井
駒
哲
(
不
老
庵
主
人
)
編
『
喜
美
辞
類
纂
』
杉
本
書
居
、
明
治
三
十
四
(
一
九
O
こ
年
(
一
九
O
こ
年
F
.
鴛
渓
散
史
著
『
政
美
文
断
錦
』
求
光
閣
、
明
治
三
十
六
(
一
九
O
三
)
年
G
.
西
村
真
次
編
『
M
M
美
辞
宝
典
』
文
武
堂
、
明
治
三
十
八
(
一
九
O
五
)
年
H
.
島
村
空
花
編
『
美
辞
錦
嚢
』
矢
島
誠
進
堂
、
明
治
三
十
九
(
一
九
O
六
)
年
I
.
好
文
散
史
著
『
模
範
的
美
文
作
文
資
料
』
松
陽
堂
、
明
治
四
十
(
一
九
O
七
)
年
J
.
久
保
天
随
著
『
美
辞
類
語
集
』
博
文
館
、
明
治
四
十
二
(
一
九
O
九
)
年
K
.
成
田
秀
三
・
堀
田
相
爾
編
『
新
式
文
章
辞
典
』
文
成
社
、
明
治
四
十
四
(
一
九
一
O
)
年
L
.
鷲
尾
義
直
編
『
現
代
文
章
大
鑑
』
土
屋
書
一
房
、
大
正
三
(
一
九
一
四
)
年
額一
a
M
.
加
藤
武
雄
・
水
守
亀
之
助
編
『車
岡
新
詞
藻
辞
典
』
東
光
社
、
昭
和
十
二
(
一
九
三
七
)
年
以
下
で
は
、
(
1
)
か
ら
(
部
)
ま
で
の
月
ケ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
い
て
、
同
一
の
対
象
(
{
例
l
】
梅
、
[
例
2
]
寒
さ、
と
い
っ
た
よ
う
な
)
を
表
現
し
て
い
る
箇
所
を
例
示
し
つ
つ
、
そ
の
踏
襲
の
度
合
い
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
【例
1
〕
梅
(
辺
)
さ
っ
き
川
水
底
清
し
。
そ
の
山
の
高
嶺
に
し
ろ
く
。
た
な
び
け
る
雲
か
と
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み
し
も
。
そ
の
谷
の
底
ま
で
白
く
。
う
つ
み
た
る
雪
か
と
み
し
も
。
咲
く
梅
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
。
た
な
び
(
部
)
嵯
上
の
梅
は
渓
流
に
影
を
宿
し
、
山
上
の
梅
花
は
白
雲
の
知
く
、
震
の
護
謹
く
や
う
で
、
若
し
そ
れ
満
開
の
暁
、
一
障
の
風
峯
よ
り
吹
き
下
し
香
雪
芥
々
と
し
て
流
水
に
入
る
頃
と
も
な
ら
ば
、
其
眺
め
や
真
に
美
麗
此
上
ゃ
な
か
る
べ
し
と
想
は
れ
た
紀
行
文
一
覧
の
(
包
)
(
部
)
の
紀
行
文
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
梅
」
の
花
の
こ
た
な
び
と
を
「
た
な
び
け
る
雲
」
「
霞
の
譲
謹
く
や
う
」
と
形
容
し
て
い
た
。
(
辺
)
で
は
、
山
の
中
腹
に
い
な
が
ら
、
上
方
を
見
上
げ
て
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
白
梅
を
「た
な
び
け
る
雲」
、
逆
に
見
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
に
咲
い
て
い
る
白
梅
を
「う
つ
み
た
る
雪
」
と
表
現
し
た
。
(
部
)
も
同
様
に
、
山
上
の
梅
花
を
「
白
雲
一
」
と
と
ら
え
、
た
な
び
白
梅
の
様
子
を
「
霞
の
譲
謎
く
や
う
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
ト
レ
ー
ス
表
現
が
、
美
辞
麗
句
集
の
中
に
採
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
て
い
こ
う
。
c.
《
花
鳥
風
月
》
花
は
山
に
溢
れ
墾
を
埋
め
、
弥
望
校
然
、
白
雲
の
禁
謹
せ
る
に
似
た
り
E
.
《
春
》
未
だ
花
を
見
、
ず
し
て
、
香
既
に
高
く
、
行
人
を
し
て
梅
閤
あ
る
を
知
ら
あ
い
た
い
し
む
、
既
に
近
け
ば
白
雲
の
譲
謎
た
る
が
如
く
、
紅
錦
の
慢
幕
を
め
ぐ
ら
し
た
る
が
知
し
。
F
.
《
春
》
未
だ
花
を
見
ず
し
て
、
香
既
に
高
く
、
行
人
を
し
て
梅
濁
あ
る
を
知
ら
し
む
、
既
に
近
け
ば
白
雲
の
設
建
た
る
が
知
く
、
紅
錦
の
慢
幕
を
め
ぐ
ら
し
た
る
が
如
し
。
I
.
《
春
花
》
遠
き
も
の
は
霞
の
護
謎
た
る
が
如
く
近
き
も
の
は
浮
雲
の
流
す
る
か
と
疑
は
る
C
『
美
文
熟
語
資
料
』
で
は
、
《
花
鳥
風
月
》
の
項
目
に
類
似
表
現
を
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
「
花
鳥
風
月
」
を
表
現
す
る
た
め
の
美
辞
麗
句
表
現
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
花
鳥
風
月
」
の
中
の
「
花
」
を
書
く
た
め
の
美
辞
麗
句
で
あ
っ
て
、
「
梅
」
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
E
『U
M
美
辞
類
纂
』
で
は
、
《
春
》
を
表
現
す
る
際
の
美
辞
麗
句
と
同
様
に
、
し
て
類
似
し
た
表
現
が
採
録
さ
れ
て
い
た
が
、
美
辞
麗
句
集
C
が
「
花
」
全
般
の
形
容
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
美
辞
麗
句
集
E
で
は
一
文
目
に
「
梅
園
」
と
あ
る
た
め
、
項
目
は
《
春
》
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
桃
」
で
も
「
桜
」
で
も
な
く
、
「
梅
」
あ
い
た
い
の
形
容
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
「
白
雲
の
譲
鑓
た
る
が
知
く
」
に
続
い
て
「
紅
錦
」
と
あ
り
、
「
白
」
と
「
紅
」
と
い
う
色
か
ら
、
白
梅
と
紅
梅
を
対
立
さ
せ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
F
『M
M
美
文
断
錦
』
で
は
美
辞
麓
句
集
E
と
ま
っ
た
く
同
一
の
美
辞
麗
句
が
採
録
さ
れ
て
い
た
。
美
辞
麗
句
集
F
は
、
こ
の
美
辞
麗
句
の
み
な
ら
ず
、
美
辞
麗
句
集
E
に
酷
似
し
た
表
現
が
数
多
く
採
録
さ
れ
て
い
た
。
最
後
に
I
『
模
範
的
美
文
作
文
資
料
』
で
は
、
《
春
花
》
の
項
目
に
「
霞
の
繋
謹
た
る
が
如
く
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
震
の
禁
謹
た
る
が
如
く
」
は
、
梅
に
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限
ら
ず
、
春
の
花
全
般
を
形
容
す
る
美
辞
麗
句
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
た
な
び
こ
の
よ
う
に
、
月
ケ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
見
ら
れ
た
「
た
な
び
く
雲
」
「
霞
の
愛
護
く
や
う
」
と
い
う
表
現
は
、
美
辞
麗
句
集
に
も
同
様
の
表
現
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
時
に
あ
っ
て
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
の
比
喰
と
し
て
「
霞
」
「
雲
」
「
白
雲
」
な
ど
が
共
存
し
て
使
あ
い
た
い
そ
れ
は
「
た
な
び
く
」
の
方
で
も
同
様
で
あ
り
、
「
た
な
び
く
」
「
譲
謹
た
た
な
び
る
」
「
禁
楚
せ
る
」
が
共
存
し
て
使
わ
れ
、
さ
ら
に
「
禁
裂
く
や
う
」
の
場
合
は
「
繋
さ
ら
に
、
「梅」
わ
れ
、
設
」
と
い
う
漢
字
に
「
た
な
び
く
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
音
読
み
も
訓
読
み
も
共
存
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
美
辞
麓
句
の
場
合
は
、
故
事
成
語
や
こ
と
わ
ざ
と
は
異
な
り
一
字
一
句
に
至
る
ま
で
全
く
の
同
一
表
現
、
だ
け
を
指
す
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
【例
2
】
寒
さ
(
お
)
独
り
歩
し
て
月
瀬
橋
に
件
立
し
夜
梅
を
賞
す
。
寒
威
の
濠
例
な
る
を
忘
れ
深
更
に
及
び
、
浮
雲
の
月
を
か
く
す
に
会
い
、
余
帰
り
て
療
に
つ
く
(
部
)
上
野
の
町
を
離
れ
る
頃
か
ら
、
雲
の
但
篠
宮
な
ら
ず
、
寒
風
濠
烈
骨
を
さ
し
、
吹
雪
は
容
赦
な
く
幌
の
内
へ
吹
き
込
み
(
お
)
は
、
橋
に
件
ん
で
夜
梅
を
観
賞
し
て
い
る
際
の
寒
さ
が
き
び
し
い
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
寒
さ
を
「
寒
戚
の
漂
測
な
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
(
羽
)
で
も
、
吹
雪
が
幌
の
す
き
ま
か
ら
入
り
込
ん
で
く
る
ほ
ど
だ
と
い
う
寒
風
の
強
さ
を
「
寒
風
漂
烈
骨
を
さ
し
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
う
し
た
言
い
回
し
を
ど
ち
ら
も
寒
さ
の
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
る
。
で
は
次
に
、
美
辞
麗
句
集
に
お
け
る
採
録
を
確
認
し
た
い
。
c.
《
雨
露
霜
雪
》
雪
花
素
暑
を
翻
し
、
寒
威
例
々
痩
躯
を
襲
ふ
L
.
《
風
雪
》
寒
風
濠
烈
《
寒
暑
》
寒
威
濠
々
/
濠
例
た
る
寒
風
/
寒
威
稜
々
C
『
美
文
熟
語
資
料
』
で
は
、
《
雨
露
霜
雪
》
を
表
現
す
る
美
辞
麗
句
と
し
て
、
「
帯
当
花
素
轟
を
翻
し
、
寒
威
別
々
痩
躯
を
襲
ふ
」
を
採
録
し
て
い
る
。
こ
の
美
辞
麗
句
は
雪
の
お
り
の
寒
さ
を
表
現
し
て
お
り
、
寒
さ
の
部
分
が
「
寒
威
例
々
痩
躯
を
襲
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
。
L
『
現
代
文
章
大
鑑
』
で
は
、
《
風
雪
》
の
項
目
に
「
寒
風
濠
烈
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
《
寒
暑
》
の
項
目
に
は
「
寒
威
濠
々
」
「
漂
例
た
る
寒
風
」
「
索
、
威
稜
々
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
美
辞
麗
句
集
で
は
、
「
寒
風
濠
烈
」
「
寒
威
漂
々
」
「
寒
威
稜
々
」
の
よ
う
に
類
似
し
た
四
字
の
熟
語
が
列
挙
さ
れ
る
の
は
、
ご
く
一
般
的
で
あ
っ
た
。
一
字
一
勾
に
至
る
ま
で
全
く
の
同
一
表
現
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
寒
威
」
「
寒
風
」
に
「
濠
例
」
「
清
原
烈
」
「
別
々
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
う
い
っ
た
単
語
同
士
の
組
み
合
わ
せ
で
は
自
由
に
-40-
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
【例
3
】
羅
浮
(
2
)
更
に
之
を
西
土
に
求
む
れ
ば
、
梅
花
を
以
て
名
づ
く
る
者
は
杭
の
孤
山
な
り
。
境
は
蓋
し
幽
に
し
て
、
花
は
則
家
々
た
り
。
蘇
の
郵
尉
は
花
頗
る
多
く
、
地
は
則
ち
熱
闘
ロ
唯
羅
浮
の
梅
花
村
の
み
峻
峰
に
対
し
、
寒
渓
に
臨
み
、
而
し
て
花
尤
も
鏡
な
り
。
我
が
梅
渓
に
比
す
べ
き
に
庶
幾
か
ら
ん
か
。
(
M
)
抑
こ
』
の
名
た
』
る
春
の
景
色
は
彼
の
聞
ゆ
る
西
土
の
羅
浮
孤
山
な
ど
に
も
を
さ
/
¥
お
く
れ
ず
と
か
さ
れ
ば
い
み
じ
か
ら
ん
と
か
ね
て
思
へ
り
し
か
ど
(
却
)
晩
酌
を
試
み
し
後
夢
に
羅
浮
仙
に
逢
ふ
と
見
て
一
寝
入
に
夜
を
明
し
向
)
紀
行
文
(
2
)
は
斎
藤
拙
堂
「
梅
渓
遊
記
」
中
に
あ
る
。
そ
の
大
意
は
、
月
ケ
瀬
梅
林
の
見
事
な
景
勝
を
例
え
ら
れ
る
も
の
を
中
国
に
求
め
る
と
、
杭
の
孤
山
が
あ
る
が
、
地
は
良
い
が
花
は
少
な
い
。
ま
た
、
蘇
の
郵
尉
は
、
花
は
多
い
が
騒
が
し
い
地
で
あ
る
。
た
だ
羅
浮
の
梅
花
村
だ
け
が
山
も
渓
流
も
花
も
素
晴
ら
し
く
、
月
ケ
瀬
梅
林
の
景
勝
を
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
梅
の
名
所
と
し
て
名
高
い
中
国
の
「
羅
浮
の
梅
花
村
」
を
引
き
合
い
に
出
し
月
ケ
瀬
梅
林
の
景
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
紀
行
文
(
U
)
に
お
い
て
も
「
羅
浮
孤
山
」
は
登
場
し
、
月
ケ
瀬
梅
林
を
讃
え
る
た
め
の
比
較
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
(
却
)
で
は
、
月
ヶ
瀬
の
宿
に
て
晩
酌
を
し
た
の
ち
、
「
夢
に
羅
浮
仙
に
逢
ふ
」
、
す
な
わ
ち
、
夢
で
羅
浮
の
仙
人
に
逢
う
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
拙
堂
が
羅
浮
の
梅
を
引
き
合
い
に
出
し
て
月
ケ
瀬
の
梅
を
賞
賛
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
表
現
が
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
い
っ
た
月
ケ
瀬
梅
林
独
自
の
ト
レ
ー
ス
表
現
も
、
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
確
認
を
行
っ
て
み
た
。
H
.
《
梅
》
羅
浮
月
下
の
神
に
初
練
た
り
K
.
《
春
の
巻
|
梅
花
附
探
梅
》
夢
に
羅
浮
に
遊
ぶ
H
梅
の
林
に
遊
ぶ
こ
と
/
も
ろ
こ
し
の
羅
浮
山
い
ま
だ
其
香
雲
を
見
る
に
由
な
れ
ど
、
な
ど
か
こ
』
の
山
の
白
雲
を
あ
ざ
む
け
る
に
、
た
ぐ
へ
つ
べ
き
H
昔
し
唐
の
有
名
な
梅
の
名
所
の
羅
浮
山
は
如
何
に
立
派
で
あ
る
か
未
だ
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
併
し
知
何
な
羅
浮
山
で
も
こ
の
山
の
白
雲
の
知
き
梅
花
に
は
と
て
も
及
ば
ぬ
で
あ
ら
p
つ
美
辞
麗
句
集
へ
の
採
録
状
況
と
し
て
は
H
『
美
辞
錦
嚢
』
の
《
梅
》
の
項
目
に
「
羅
浮
月
下
の
神
に
街
練
た
り
」
が
見
ら
れ
た
。
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
「
梅
」
を
表
現
す
る
た
め
の
項
目
に
「
羅
浮
」
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
羅
浮
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
す
で
に
「
梅
」
と
強
く
結
び
つ
い
た
表
現
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
K
『
新
式
文
章
辞
典
』
で
は
、
《
春
の
巻
|
梅
花
附
探
梅
》
の
項
目
に
お
い
て
「
夢
に
羅
浮
に
遊
ぶ
」
と
あ
り
、
「
梅
の
林
に
遊
ぶ
こ
と
」
と
の
解
説
が
な
さ
れ
-41 -
て
い
る
。
さ
ら
に
「
知
何
な
羅
浮
山
で
も
こ
の
山
の
白
雲
の
如
き
梅
花
に
は
と
て
も
及
、
は
ぬ
で
あ
ら
う
」
と
い
う
文
章
も
見
ら
れ
、
月
ヶ
瀬
観
梅
紀
行
文
の
み
な
ら
ず
、
美
辞
麗
句
集
に
あ
っ
て
も
、
「
梅
」
を
賞
賛
す
る
際
に
「
羅
浮
」
を
引
き
合
い
に
出
す
と
い
う
表
現
方
法
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
【例
4
】
梅
林
競梅
ふ立高
出
し
山
に
溢
れ
、
墾
を
填
め
、
一
葬
々
震
々
と
し
て
朝
陽
と
麗
を
(
2
)
花
は
山
に
溢
れ
、
墾
を
填
む
。
弥
望
絞
然
と
し
て
、
警
へ
ば
泰
山
の
頂
に
登
り
、
大
地
を
下
僻
す
る
が
ご
と
し
。
皆
白
雲
一
、
是
れ
梅
渓
の
全
真
を
得
る
者
な
り
。
(
7
)
梅
花
谷
を
填
め
巌
に
満
つ
梅
花
が
溢
れ
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
様
子
を
紀
行
文
(
1
)
(
2
)
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
山
に
溢
れ
」
、
「
霊
を
填
め
」
「
霊
を
填
む
」
と
表
現
し
て
い
る
。
(
1
)
は
「
葬
々
震
々
と
し
て
朝
陽
と
麗
を
競
ふ
」
と
あ
り
、
舞
い
散
る
花
び
ら
が
、
山
や
谷
を
照
ら
す
朝
腸
と
麗
し
さ
を
競
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
朝
の
梅
林
一
帯
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。
(
2
)
は
山
の
上
方
か
ら
梅
林
を
眺
め
て
い
る
様
子
を
表
現
し
て
お
り
、
山
や
谷
に
咲
い
て
い
る
白
梅
を
「
白
雲
」
と
例
え
、
「
弥
望
校
然
」
、
す
な
わ
ち
、
あ
た
り
一
面
が
白
い
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
7
)
は、
(
1
)
(
2
)
に
共
通
す
る
表
現
の
う
ち
「
谷
を
填
め
」
の
部
分
だ
け
を
用
い
て
い
る
。
つ
e
つ
い
て
美
辞
麗
句
集
で
の
調
査
結
果
に
移
る
。
c.
《
花
鳥
風
月
》
花
は
山
に
溢
れ
霊
を
埋
め
、
弥
望
校
然
、
白
雲
の
繋
謎
せ
る
に
似
た
り
H
.
《
梅
》
見
よ
谷
は
悉
く
梅
花
を
以
て
埋
め
ら
れ
た
り
美
辞
麗
句
集
で
は
、
先
に
例
1
に
お
い
て
も
紹
介
し
た
C
『
美
文
熟
語
資
料
』
の
《
花
鳥
風
月
》
の
項
目
に
「
花
は
山
に
溢
れ
墾
を
埋
め
、
弥
望
校
然
、
白
雲
の
禁
愛
せ
る
に
似
た
り
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
H
『
美
辞
錦
嚢
』
の
《
梅
》
の
項
目
で
は
「
谷
は
悉
く
梅
花
を
以
て
埋
め
ら
れ
た
り
」
が
見
ら
れ
た
。
の
「
山
に
溢
れ
」
「
谷
を
填
め
」
と
い
っ
た
美
辞
麗
句
表
現
の
前
後
に
は
、
紀
行
文
に
お
い
て
も
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
も
、
そ
こ
か
し
こ
が
ほ
ぼ
白
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
の
、
入
れ
替
え
可
能
な
四
字
熟
語
「
弥
望
岐
然
」
が
多
く
見
ら
れ
る
と
と
も
付
記
し
て
お
こ
う
。
【例
5
】
梅
林
(
4
)
屋
後
舎
前
、
樹
と
し
て
梅
な
ら
ざ
る
無
し
。
で
田
園
臨
畝
、
地
と
し
て
梅
な
ら
ざ
る
無
く
、
梅
と
し
て
白
な
ら
ざ
る
無
く
、
而
し
て
其
の
之
を
観
る
(
日
)
山
谷
の
問
、
樹
と
し
て
梅
な
ら
ざ
る
は
な
い
V
(
8
)
山
の
上
下
、
水
の
左
右
、
(
日
〉
山
ノ
上
下
、
川
ノ
左
右
、
回
国
際
畝
、
地
ト
シ
テ
梅
ヲ
植
エ
ザ
ル
無
ク
、
木
ト
シ
テ
梅
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
無
ク
、
梅
ト
シ
テ
白
カ
ラ
ザ
ル
ハ
無
シ
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紀
行
文
(
8
)
(
日
)
は
、
「
水
の
左
右
」
が
「
川
ノ
左
右
」
と
な
っ
て
い
と
る
等
の
細
か
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
間
違
い
な
く
ト
レ
ー
ス
表
現
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
山
も
渓
流
の
そ
ば
も
田
園
も
、
地
で
あ
っ
て
梅
で
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
梅
で
あ
っ
て
白
で
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
い
う
情
景
描
写
で
あ
る
。
(
日
)
と
(
日
)
も
と
も
に
、
樹
木
で
あ
っ
て
梅
で
な
い
も
の
は
な
い
、
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ス
表
現
に
類
似
す
る
美
辞
麗
句
を
以
下
の
よ
う
に
確
認
で
き
たB
.
《
春
の
眺
》
水
の
左
右
な
る
団
関
陣
畝
、
地
と
し
て
梅
花
な
ら
ざ
る
な
し
、
c.
《
花
鳥
風
月
》
田
園
陣
畝
、
地
と
し
て
梅
な
ら
ざ
る
無
く
、
梅
と
し
て
白
な
ら
ざ
る
無
く
、
花
々
繍
発
す
。
美
辞
麗
句
集
で
は
B
『
美
文
珠
玉
』
の
《
春
の
眺
》
の
項
目
に
「
水
の
左
右
な
る
田
園
融
畝
、
地
と
し
て
梅
花
な
ら
ざ
る
な
し
」
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
が
(
8
)
(
日
)
に
見
ら
れ
た
ト
レ
ー
ス
表
現
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
E
E
ロ
チ
ん
}
Vさ
ら
に
C
『
美
文
熟
語
資
料
』
の
《
花
鳥
風
月
》
の
項
目
に
も
「
田
園
瀧
畝
、
地
と
し
て
梅
な
ら
ざ
る
無
く
、
梅
と
し
て
白
な
ら
ざ
る
無
く
、
花
々
嫡
発
す
」
と
い
う
美
辞
麗
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
文
末
の
み
「
花
々
湖
発
す
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
同
一
の
表
現
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
一
部
の
み
を
入
れ
替
え
た
美
辞
麗
句
表
現
は
数
多
く
、
美
辞
麗
句
集
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
ケ
l
ス
は
実
に
多
く
見
ら
れ
る
。
【例
6
】
梅
の
香
り
(
1
)
風
至
れ
ば
則
ち
秀
芳
人
を
襲
ふ
(
2
)
晴
香
姦
薮
と
し
て
人
を
襲
ひ
渓
声
を
聞
く
に
、
益
と
近
く
E
つ
大
な
り
。
(
3
)
森
列
挟
路
香
気
人
を
襲
ふ
(
日
)
清
香
払
々
と
し
て
人
を
襲
ふ
13 16 
風梅
香花
肱路
E永を
と 爽
しみ
て 香
衣 気
襟 紛
を々
撲 鼻
つa長
つ22
(
日
)
衣
扶
数
日
余
香
ア
ル
ヲ
覚
フ
(
却
)
未
だ
其
村
に
至
ら
ざ
る
に
満
山
花
は
散
り
た
れ
ど
も
余
香
な
ほ
衣
診
に
薫
ず
紀
行
文
で
は
(
1
)
(
2
)
(
3
)
(
日
)
(
日
)
の
よ
う
に
、
周
囲
に
咲
き
乱
れ
る
梅
花
か
ら
漂
う
香
り
を
「
芥
芳
人
を
襲
ふ
」
、
「
暗
香
義
務
と
し
て
人
を
襲
ひ
」
、
「
香
気
紛
々
鼻
を
撲
つ
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。
紀
行
文
(
日
)
で
は
「
衣
扶
数
日
余
香
ア
ル
ヲ
覚
フ
」
と
な
っ
て
お
り
、
月
ケ
瀬
梅
林
を
訪
れ
た
数
日
後
の
残
り
香
を
表
現
し
て
い
る
が
、
(
却
)
で
は
ま
だ
梅
林
に
至
ら
ず
、
し
か
も
落
花
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
余
香
な
ほ
衣
診
に
薫
ず
」
と
い
う
よ
う
に
衣
服
か
ら
香
り
が
す
る
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
(
日
)
は
香
り
が
衣
服
を
撲
っ
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
の
美
辞
麗
句
集
で
の
採
録
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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B
.
《
春
の
眺
》
香
風
鼻
を
撲
ち
、
芳
気
人
を
襲
ふ
、
/
田
間
往
々
に
し
て
梅
を
見
る
、
幽
議
時
に
来
て
人
の
衣
裾
を
襲
ふ
E
.
《
春
》
芥
香
人
を
撲
つ
/
暗
香
人
を
襲
ふ
/
花
月
醸
躍
と
し
て
清
香
鼻
を
撲
ち
、
樹
枝
垂
下
し
て
猿
猿
の
月
を
捉
へ
ん
と
す
る
に
似
た
り
/
香
風
芽
々
/
暗
香
浮
動
/
梅
香
十
分
々
K
.
《
春
の
巻
梅
花
附
探
梅
》
暗
香
不
動
ど
こ
か
ら
か
に
ほ
ふ
て
く
る
/
薫
風
人
を
襲
ひ
、
清
香
骨
に
徹
す
/
香
気
秀
々
衣
扶
に
薫
ず
M
.
《
梅
》
水
辺
に
梅
あ
り
、
橋
畔
に
梅
あ
り
屋
後
に
梅
あ
り
。
香
気
芽
々
と
し
て
衣
に
転
じ
、
鼻
に
薫
ず
「
人
を
襲
う
」
「
鼻
を
撲
つ
」
と
い
う
言
い
回
し
と
同
様
の
表
現
は
美
辞
麗
句
集
に
多
く
見
ら
れ
た
。
B
『
美
文
珠
玉
』
で
は
、
《
春
の
眺
》
の
項
目
に
お
い
て
、
「
香
風
鼻
を
撲
ち
、
芳
気
人
を
襲
ふ
」
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は
「
人
を
襲
う
」
「
鼻
を
撲
つ
」
が
別
々
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
香
り
を
表
現
し
た
ひ
と
つ
づ
き
の
美
辞
麗
句
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
た
。
E
『
ね
美
辞
類
纂
』
で
は
、
《
春
》
の
項
目
に
「
芥
香
人
を
撲
つ
/
晴
香
人
を
襲
ふ
/
清
香
鼻
を
撲
ち
」
と
い
っ
た
美
辞
麗
句
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
K
『
新
式
文
章
辞
典
』
に
お
い
て
も
《
春
の
巻
|
梅
花
附
探
梅
》
の
項
目
に
「
薫
風
人
を
襲
ひ
、
香
気
芽
々
衣
扶
に
薫
ず
」
が
見
ら
れ
た
。
次
に
、
〈
衣
服
に
ま
つ
わ
る
香
り
〉
に
つ
い
て
の
美
辞
麗
句
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
掲
の
美
辞
麗
句
集
B
で
は
、
「
幽
議
時
に
来
て
人
の
衣
裾
を
襲
ふ
」
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
「
衣
裾
」
を
「
襲
ふ
」
と
い
う
、
「
人
を
襲
う
」
と
も
類
似
し
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
紀
行
文
(
臼
)
に
も
「
衣
襟
を
撲
つ
」
と
あ
る
た
め
、
衣
服
に
対
し
て
も
「
襲
う
」
「
撲
つ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
美
辞
麗
句
の
直
前
に
「
梅
を
見
る
」
が
あ
る
た
め
、
こ
の
美
辞
麗
句
に
お
け
る
「
幽
複
」
は
梅
香
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
前
掲
の
美
辞
麗
句
集
K
で
は
「
香
気
芽
々
衣
扶
に
薫
ず
」
が
見
ら
れ
た
。
M
『
日
新
詞
藻
辞
典
』
の
《
梅
》
の
項
目
に
も
、
「
香
気
芥
々
と
し
さ
ら
に
、
て
衣
に
転
じ
、
鼻
に
薫
ず
」
と
い
う
美
辞
麗
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
注
意
し
て
よ
い
の
は
、
美
辞
麗
句
集
K
も
M
も
、
そ
の
項
目
が
そ
れ
ぞ
れ
《
春
の
巻
|
梅
花
附
探
梅
》
《
梅
》
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
美
辞
麗
句
集
B
に
お
い
て
も
「
梅
」
の
表
現
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
梅
の
香
り
を
表
現
す
る
際
、
「
秀
芳
」
「
暗
香
」
な
ど
の
入
れ
替
え
可
能
な
に
お
い
を
意
味
す
る
語
に
、
「
人
を
襲
う
」
「
鼻
を
撲
つ
」
「
人
を
撲
つ
」
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
に
お
い
の
強
さ
を
美
辞
麗
句
と
し
て
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「
衣
扶
」
「
衣
診
」
な
ど
、
衣
服
か
ら
香
る
、
衣
服
を
襲
う
と
い
う
表
現
も
、
同
様
に
香
り
の
強
さ
を
表
す
美
辞
麗
句
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
梅
の
香
り
の
表
現
と
し
て
は
「
暗
香
藷
菊
」
「
香
気
芥
々
」
「
晴
香
浮
(
不
)
動
」
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
先
に
挙
げ
た
例
2
の
「
寒
風
濠
烈
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
入
れ
替
え
可
能
な
単
語
同
士
を
自
由
に
選
択
し
、
四
字
の
熟
語
と
し
て
用
い
た
例
で
あ
る
。
四
、
お
わ
り
に
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本
調
査
で
抽
出
し
た
ト
レ
ー
ス
表
現
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
ま
ま
か
類
似
表
現
か
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
美
辞
麗
句
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
例
示
は
一
部
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
活
発
な
ト
レ
ー
ス
行
為
は
、
月
ケ
瀬
観
梅
紀
行
文
全
体
に
(
お
そ
ら
く
は
紀
行
文
全
体
を
み
て
も
)
広
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
の
美
辞
麗
句
集
へ
の
採
録
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
紀
行
文
中
の
ト
レ
!
ス
行
為
と
美
辞
麗
句
集
へ
の
採
録
と
は
、
強
い
相
関
関
係
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
筆
者
の
最
終
的
な
研
究
テ
l
マ
で
あ
る
美
辞
麗
句
集
そ
の
も
の
(
そ
の
成
り
立
ち
)
に
つ
い
て
少
し
だ
け
付
け
加
え
て
お
く
と
、
美
辞
麗
句
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
美
辞
麗
句
に
は
、
典
拠
の
表
記
は
な
い
も
の
の
特
定
の
作
品
か
ら
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
た
も
の
や
、
一
部
の
み
を
入
れ
替
え
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
は
逆
に
、
特
定
の
作
品
か
ら
離
れ
て
一
般
化
し
た
美
辞
麗
句
を
採
録
す
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
調
査
の
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
蹄
に
落
ち
な
い
の
は
、
「
月
瀬
の
梅
花
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
調
査
で
確
か
め
た
月
ケ
瀬
観
梅
紀
行
文
に
お
け
る
ト
レ
ー
ス
表
現
が
ほ
と
ん
ど
採
録
さ
れ
て
い
な
い
美
辞
麗
句
集
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
お
v
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
美
辞
麗
句
集
に
お
け
る
美
辞
麗
句
採
録
の
方
針
や
実
態
、
美
辞
麗
句
集
ご
と
の
性
格
の
違
い
一
般
へ
の
普
及
度
等
に
関
し
で
も
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
は
、
紀
行
文
と
並
ん
で
美
辞
麗
句
が
大
き
な
か
か
わ
り
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
書
簡
文
、
作
文
教
育
等
の
分
野
の
調
査
も
行
い
、
明
治
の
文
体
状
況
と
美
辞
麗
句
と
の
関
係
や
、
美
辞
麗
句
の
消
長
の
歴
史
に
つ
い
て
も
広
く
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
注
(
1
)
 
『
日
本
国
語
大
辞
典
二
0
0
0。
第
二
版
』
小
学
館
、
(
2
)
 
『
大
辞
泉
第
二
版
』
小
学
館
、
二
O
一二。
(
3
)
 
斎
藤
拙
堂
の
月
ケ
瀬
来
遊
は
文
政
十
三
(
一
八
三
O
)
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
拙
堂
は
こ
の
来
遊
か
ら
紀
行
文
「
梅
渓
遊
記
」
を
著
わ
し
た
。
こ
の
「
梅
渓
遊
記
」
に
拙
堂
自
身
の
漢
詩
と
、
画
家
に
よ
る
挿
図
を
加
え
た
も
の
が
『
月
瀬
記
勝
』
乾
巻
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
行
者
の
梁
川
星
巌
ら
の
漢
詩
文
を
集
め
た
『
月
瀬
記
勝
』
坤
巻
が
編
纂
さ
れ
た
。
『
月
瀬
記
勝
』
が
乾
坤
両
巻
揃
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
は
嘉
永
五
(
一
八
五
二
)
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
期
に
至
つ
で
も
な
お
再
版
さ
れ
つ
、
、
つ
け
た
。
(
4
)
 
月
ケ
瀬
村
史
編
集
室
『
月
ケ
瀬
村
史
』
月
ケ
瀬
村
、
平
成
二
(
一
九
九
O
)
年。
(
5
)
 
注
(
4
)
に
同
じ
。
(
6
)
 
」
こ
で
は
、
来
訪
年
を
指
す
。
(
7
)
 
鈴
木
弘
恭
『
月
瀬
紀
行
』
青
山
清
吉
、
明
治
二
十
七
(
一
八
九
四
)
年
。
(
8
)
 
『
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
八
(
一
九
O
五
)
年
三
月
八
日
i
十
一
5
0
(
9
)
 
屋
形
武
『
雲
遊
帖
』
屋
形
雲
山
堂
、
昭
和
八
(
一
九
三
三
)
年
。
引
用
は
、
斎
藤
拙
堂
著
、
今
中
操
翻
訳
『
月
瀬
記
勝
』
月
ケ
瀬
梅
渓
保
勝
会
、
昭
和
四
十
六
(
一
九
七
一
)
年
に
拠
る
。
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(
叩
)
引
用
は
、
村
田
栄
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
重
一
回
院
、
平
成
十
四
(
二
O
O
二
)
年
に
拠
る
。
(
日
)
引
用
は
、
三
陰
顕
遠
『
花
笠
日
記
』
再
版
に
拠
る
。
葛
城
文
庫
、
昭
和
三
十
三
(
一
九
五
八
)
年
。
(ロ)
『
風
俗
画
報
』
東
陽
堂
、
明
治
二
十
六
(
一
八
九
三
)
年
五
月
。
『
風
俗
画
報
』
で
は
渡
部
乙
羽
の
名
で
「
大
和
名
勝
紀
行
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
:
3
1
 
7
カ
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
『
千
山
万
水
』
博
文
館
、
明
治
三
十
九
八
九
)
年
に
お
い
て
、
月
ケ
瀬
梅
林
紀
行
の
部
分
は
「
月
瀬
の
春
」
と
題
さ
れ
た
。
(
臼
)
注
(
3
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
斎
藤
拙
堂
の
紀
行
文
は
『
月
瀬
記
勝
』
乾
巻
に
お
さ
め
ら
れ
た
「
梅
渓
遊
記
」
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
「
梅
渓
遊
記
」
の
み
を
対
象
と
し
た
。
(
凶
)
引
用
は
、
村
田
栄
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
(
二
O
O
二
)
年
に
拠
る
。
(
日
)
鴻
雪
爪
『
山
高
水
長
図
記
』
鴻
雪
年
、
明
治
二
十
七
(
一
八
九
四
)
年
。
引
用
は
、
村
田
栄
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
(
ニ
O
O
二
)
年
に
拠
る
。
(
凶
)
引
用
は
、
村
田
楽
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
(
二
O
O
二
)
年
に
拠
る
。
(
口
)
引
用
は
、
村
田
川
栄
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
(
二
O
O
二
)
年
に
拠
る
。
(
凶
)
岡
本
黄
石
『
香
雲
集
』
出
版
社
未
詳
、
明
治
四
(
一
八
七
一
)
年
。
引
用
は
、
梅
渓
史
料
編
集
室
『
財
団
法
人
月
ケ
瀬
梅
渓
保
勝
会
創
立
百
周
年
記
念
誌
香
世
界
懐
古
』
梅
渓
史
料
編
集
室
、
平
成
十
一
(
一
九
九
九
)
年
に
拠
る
。
(
国
)
引
用
は
、
安
田
敬
替
『記
事
論
説
作
法
明
弁
文
法
指
教
乾
』
野
村
長
兵
衛
、
明
治
十
七
(
一
八
八
四
)
年
に
拠
る
。
(
却
)
関
藤
成
章
『
藤
陰
A
一口遺
稿
』
弘
文
堂
、
明
治
四
十
四
(
一
九
一
一
)
年
。
引
用
は
、
梅
渓
史
料
編
集
室
『
財
団
法
人
月
ケ
瀬
梅
渓
保
勝
会
創
立
百
周
年
記
念
誌
香
世
界
懐
古
』
梅
渓
史
料
編
集
室
、
平
成
十
(
一
九
九
九
)
年
に
拠
る
。
(
幻
)
藤
沢
東
咳
『
東
咳
先
生
文
集
竹
』
泊
園
書
院
、
明
治
十
七
(
一
八
八
四
)
年
。
引
用
は
、
村
田
楽
三
郎
『
江
戸
後
期
月
瀬
観
梅
漢
詩
文
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
(
二
O
O
二
)
年
に
拠
る
。
(
辺
)
安
井
春
江
『
春
江
文
草
』
鈴
木
嘉
兵
衛
、
明
治
十
八
二
八
八
五
)
年
。
書
き
下
し
文
は
筆
者
に
拠
る。
(
幻
)
注
(
汀
)
に
同
じ
。
た
だ
し
、
書
き
下
し
文
は
筆
者
に
拠
る
。
梅
泉
先
生
『
村
紀
行
作
例
』
尚
楽
堂
、
明
治
三
十
四
(
一
九
O
一
)
年
(μ) (
※
美
辞
麗
句
集
D
で
あ
る
)
。
※
本
稿
は
、
二
O
一
四
年
七
月
五
日
(
土
)
に
開
催
さ
れ
た
立
教
大
学
日
本
文
学
会
大
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
ご
指
導
下
さ
っ
た
、
藤
井
淑
禎
先
生
を
は
じ
め
、
研
究
を
進
め
る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
助
言
を
下
さ
つ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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※
引
用
の
際
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
傍
点
・
ル
ビ
等
は
適
宜
省
略
し
た
。
(
ゆ
も
と
ゆ
き
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
)
